兄のためにお祈りの効果

それは二番目の兄が死んだ十年前のことでした。彼は非常に気が難しくて、よく私の悪口を言いました。その時、私たちが同じ地下鉄のラインを乗っていましたが、彼が嫌ったため、いつも違った電車を乗っていました。

しかし、ある日教会のグループに参加する時、私は聖霊の感動を受けました。聖霊が私に実の兄弟に仲良くしなさいと教えました。その晩、その感動をグループの姉妹たちと分け合いました。そして、その感動が何日も続けましたので、私が何とかしなくてはならないと考えました。一番仲の悪い二番目の兄のことを思い出しました。
昔、私が弱い時、一番上の兄はいつも祈ってくださいました。その祈りを聞いて、心が温かくなって、素直な気持ちになりました。だから、兄は私に教会に行きなさいと薦めた時、従順に行きました。行ってから何ヶ月後に聖霊の感動を受けたので、神様を信じるようになりました。従って、私も二番目の兄のため直接祈るように決めました。
毎朝、小さい兄を起こして、同じ電車を乗ることにしました。兄に祈ってあげてもいいと聞いて、OKの返事があったら、祈りの本をてにとって祈って上げます。色々祈ったけど、満足させる祈り方がないようですので、時には怒りを招いていました。その時、後ろに下がって、神様に慰めてもらいます。そして色々検討してみます。小さい兄が私が彼にダビデ王の性格を持つように祈った時に一番嬉しいようでした。ですから、祈る前に色々相談して、祈り方を決めるようにしました。神様の慰めと励ましがあって、そのような祈りは三ヶ月間も続けました。
三ヵ月後のある日、小さい兄が私が彼の一番いい友達だと言ってくれました。その時、私がとても喜んで、祈りの力に感服しました。兄が素直になって、私の意見を聞き入れるようになりました。電車の中、私の駅が先に到着する時、私が不注意する場合、兄がよく気づいてくれました。
そして、その後のある日、兄がある小さい韓国教会のチラシを見て、行きたがって、私にも一緒に同行するように願ってきました。それは楽しくて、温かい教会でした。数ヵ月後、兄と一緒にその教会で礼拝するようになりました。

兄の体が弱いので、伝道の時間はいつも居眠りをしていました。私が只神様にお願いして、早く彼の心を開いてくださるように祈りました。教会生活が始まってから、兄が段々元気になりました。

兄が死んだ前のしばらくの間に、彼が十一奉献をするようになりました。それは彼の信仰の表しだと私が考えました。

二番目の兄が死んだ三年後の今、私が時々彼と教会で一緒に過ごした時間を思いだざるを得ませんでした。
